























B｡ard)より財務会計基準(SFAS : Statement of Financial Accoun血g Standards)第
141号｢企業結合｣ (sFAS141)の改訂基準SFAS141(R)が公表され1, 2008
午,国際会計基準審議会(IASB : International Accounting Standards Board)より,









を受ける権利のことをいう(IFRS3 (R)， A; SFAS 141(R)， par. 3 (の; Codi:fic柑on Topic 
805， p町.10-2 0)2.30 
IFRS 3 (R) とSFAS141 (R) の前基準IFRS3とSFAS141において条件付対価
は， 取得日(取得企業が被取得企業にたいする支配を獲得する日)に認識されるこ
とはほとんどなかったが， IFRS 3(R)と SFAS141 (R) では， 取得日に公正価値
で測定・認識されることとなった。 当該会計処理方法は2005年にIASBより
公表されたIFRS3を改訂するための公開草案である改訂公開草案「企業結
合J (IFRS3(R)ED) ， FASBより公表されたSFAS141を改訂するための公開草
案である改訂公開草案「企業結合J (SFAS 141 (R)ED) により提案され， IFRS 3 






とにより当該暖簾の存在を指摘したうえで， IFRS 3 (R) とSFAS141 (R)にみら
れるその認識の論拠を整理・分析することにより， 条件付暖簾の認識問題を検
討するO それに加えて， IFRS 3 (R) とSFAS141 (R)において 規定されている条
件付対価(公正価値)の取得日後の会計処理方法についても検討を行うO
なお， 日本では現在， 2008年にASB]より改正された企業会計基準第21号











IIFRS3(R) ･ SPAS 141 (R)
IFRS3(R)とSFAS141(R)において,企業結合で移転された対価(条件付対価
契約から発生するすべての資産または負債も含まれる)は取得日の公正価値で測
定･認識される(IFRS3(R), pars. 37and39; SFAS141(R), pars. 39and41; Codifica-
tion Topic805, par. 30-25-5)｡取得口とは,取得企業が被取得企業にたいする支
配を獲得する口のことである(IFRS3(R), A; SFAS141(R), par. 3(C) ; CodiBcation
Topic805, par. 10-20)｡ここで,条件付対価を支払う義務は負債または資本とし
て認識され,特定の条件がみたされる場合において以前に移転した対価の返還
を受ける権利は資産として認識される(IFRS3(R), par. 40; SFAS141(R), par. 42;










図表1 企業結合における条件付対価の会計処理方法-IFRS3(R)・SFAS 141 (R) 


















次に， IFRS 3 (R)とSFAS141 (R)のもとでの企業結合における条件付対価の
具体的会計処理方法について， 設例1と図表2をもちいて整理・確認すること




② B社における識別可能純資産の公正価値は， $ 800であった。
③ 支払対価は， 現金$1，000である。
④ A社は， B社が2008年1月1日から2年以内に一定の利益目標を達成した場









































■仕訳4 (A祉) :2年以内に, B社が一一一定の利益目標を達成しなかった場合
(借)条件付対価(負債)　　　$170 (貸)利得　　　　　　　　　　$170
条件付対価の認識にともない発生する条件付暖簾に係る検討　71
図表2　企業結合における条件付対価の具体的会計処理方法-IFRS3(R) ･ SPAS 141 (R)
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(公正価値)NAf $ 800を上回った額$340 ( = $1，140 - $ 800)として認識された
わ け で あ るが， 識別可能純資 産(公正 価 値)NAf $ 800と比較さ れ る金額
$ 1， 140に含まれる条件付対価(公正価値)CCf $140は， 実際にはいまだ対価
の支払いが行われてはいないものである。 そのため， 条件付対価(公正価値)
CCf $140を含めて測定された暖簾G $ 340のうち$140には対価のうらづけ


















































暖簾Gは， 支払対価C $1，000に条件付対価(公正価値)CCf $140を加え
た金額$1， 140 (= $1，000 + $140)が(IPRDを含まない)識別可能純資産(公正
価値)$ 800にIPRD(公正価値)$140を加えた識別可能純資産(公正価値)
NAf $ 940 (= $ 800+ $140)を上回った額$200 (= $ 1， 140 - $ 940)として認識
される。 当該暖簾G$ 200には， 仕訳1において認識された暖簾G$340に 含
まれていた条件付暖簾&$140は含まれていない(つまり， 仕訳5では， G =gp= 
$ 200である)。 そのかわりにIPRD(公正価値)$140が認識されている。









取得日から 1年経過後の 2009年1月1日 ， A社はIPRDにかかる特許が取
得できる可能性は 85% であると考えているO そのため， 条件付対価(公正価
値) CCfは設例1の場合と同様に$170 1= ($200X85%) + ($ox15%)!とな
り， その公正価値CCfは2008年1月1日(仕訳5)の時点と比較して$30 (= 






-仕訳6 (A社) : 2009年1月1日(取得日から1年経過後)
|(借)損失*










































34 ;審議資料(2007)， p町. 5 (b)) (ただし， 条件付対価の条件によっては， 原価の増加
が認識されない場合もある し， 原価が減少する場合もありうる)0 取得原価の追加と
して認識するということは， その時点において暖簾の金額が修正されるという
ことであろう。
(2) SFAS 141 
SFAS 141では， 取得日に金額が決定できる(determinable)条件付対価は，
取得日における被取得企業の取得原価に含められて認識されなければならない
と規定されていた(p訂. 26) 0 つ まり， 条件付対価は， その金額が決定できない
場合には， 取得日において認識されなかったわけである。















































































-IFRS3 ･ SPAS 141 ･改正企業会計基準第21号











































































































































































図表6 コストとベネフィットの評価(IASB (2008c， pp. 30-31)) 
匠園
評 価 効果 分 析





評 価 効果 分 移?
分析コストの減少 プラス 会計基準の変更(主に開示要求の増加)により， 分析コストが
減少する可能性がある。
条件付対価契約の決済を監視することが， 容易になる。






































































e.　業績にもとづく条件付対価の測定(measurement of performance-based con-
thgent consideration)
業績にもとづく条件付対価は,信頼性をもって測定できない｡
i.　業績にもとづく契約の分類(classification of performance-based arrangement)
業績にもとづく契約は,条件付対価というよりはむしろ,利益分配型の報酬で
ある｡









(1)割又価格の修正における変動の認識(recognize changes as adjust一



























































































































































































































































































































3 (R)， par. BC 348 ; SFAS 141(R) ， par. B 348)。 つまり， そのような条件付対価で示
されるのは， 取得日において買手と売手の間で合意が得られなかった金額とい































-仕訳20 (A社): 2年以内に. B社が一定の利益目標を達成しなかった場合
o借) 条件付対価
出












2009年7月， 米国のGAAPはIFASB会計基準のコード化(FASB Accounting 
Standards Codification TM) Jにより， ひとつの文書にまとめられた。SFAS 141 (R) 
は. Accounting Stand紅白 CodificationのTopic 805 I企業結合Jに含められてい
る。本稿では. SFASにおけるパラグラフ番号 とASCにおけるパラグラフ番号の両
方を示している。
2 各会計基準については， 参考 文献に示している各翻訳書を参考にしている(以下
同じ)。
98 会計学研究第37号




4 一方， 取得日時点で存在していた 事実および状況に関して取得日後に入手した 追
加的な情報の結果として生じる変動 は， 測定期間中の修正とされ， 図表 1とは異な
る会計処理方法が適用される(IFRS 3 (R)， par. 58 ; SFAS 141 (R)， p町.6 5  ; Codì五ca阿
世on Topic 8 05， p訂. 30-35 -1)。
5 審議資料(2007)のExample 1 およぴExample 3を部分的に参考にして作成。 条
件付対価の数値例については， 山田(2009) も詳しい。
6 当該ケースとは逆に， 公正価値が減少した場合には， 条件付対価の減少・利得の
発生として処理される。




8 当該ケースとは逆に， 公正価値が減少した場合には， 条件付対価の減少・利得の
発生として処理される。 こ れは注6の仕訳と同様である。
|(借) 条件付対価 (負債 xxx 貸) 利得 xxx I 
*当該利得が当期純利益に算入されるかその他の包括利益に算入されるかは， ケー
ス による。
9 新井(2003， p. 82) による。
10 損失のみについて考えると， 保守主義という説明は可能かも しれない。
11 本稿では， 資本として分類された場合と資産として分類された場合については検
討していない。
12 一方， 財務諸表利用者は， 公正価値 変動の開示がなされていればよいということ
で， そ れが( 当期純利益算入， その他の包括利益算入， 純資産直入， また は暖簾の
修正 など ) どのように認識されるかについての懸念は示 されなかったとのことであ
る(審議資料2007， p訂 .49)。
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